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令和８年度  

日の里地区コミュニティ運営協議会総会 議事録 

令和８年５月１０日（日） １０：００～１１：３０ 

コミュニティ・センター日の里会館 ホール 

 

１．開会のことば及び総会成立宣言（司会：池田事務局長） 

司会者が定刻午前１０時に開会を宣言し、続いて現時点での出席代議員数が代議員総数

５０人中、出席者３４名、委任状提出代議員１５名、合計４９名の出席となり、日の里

地区コミュニティ運営協議会規約第１０条第２項に定める本総会の成立要件（構成員の

３分の２以上の出席）を満たしていることが報告された。 

 

２．会長挨拶 

古後協議会会長より挨拶がなされた。 

地域を取り巻く現状の厳しさに触れつつ、皆様のご支援・ご協力のもと地域コミュニテ

ィの活性化に取り組んでいきたい旨が述べられ、本日の総会において建設的な意見をい

ただくよう期待が示された。 

 

３．来賓紹介（池田事務局長） 

以下のとおり来賓が紹介された。 

宗像市市民恊働部長    田中 和雄 様 

日の里中学校校長     佐々木 真理子 様 

日の里東小学校校長    川口 克典 様 

日の里西小学校校長    杉山 修二 様 

 

４．祝電披露（池田事務局長） 

宗像市長 伊豆美沙子様より祝電（メッセージ）をいただいた。池田事務局長より全文

が読み上げられた。市長より、日の里地区再生事業・UR 跡地を中心とした団地再生へ

の取り組みへの期待と、皆様のご尽力への感謝が述べられた。 
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５．議長選出（池田事務局長） 

日の里地区コミュニティ運営協議会規約第１１条第４項により、議長の選出について希

望者を募ったところ、下記の方が拍手多数で承認された。 

 

議 長： 安山代議員（宗像市消防団第１０分団） 

 

安山議長より就任挨拶がなされた。議事の審議方法については、第１号議案（１）から

（９）および第２号議案（１）から（３）について一括審議のうえ、質問と意見に分け

て進行することが拍手多数により決定した。また、採決は拍手にて行うこと、発言の際

は所属・氏名を述べてから行うこと、議事録作成のためボイスレコーダーによる録音を

行うことが確認された。 

 

６．報告事項 

第１号 令和７年度事業報告 

（１）総括 

古後協議会会長より議案書に基づき説明がなされた。 

令和８年３月末時点の日の里地区の総世帯数は５，８９５世帯、自治会加入世帯は３，

４１６世帯（加入率約５８％）であり、過去３年間で年約５％の減少傾向にある。担い

手不足・共助精神の醸成が引き続き最大の課題であるとの認識が示された。 

主な取り組みとして以下が報告された。 

・ 地域内全世帯を対象としたボランティア（ちょこボラ）の試行・推進（２年目） 

・ 公式 LINE の登録者が当日現在１，４２７名に達し、情報インフラとして定着し

つつある。 

・ オンデマンドバス「のるーと」の利用が促進され、令和６年度乗降者数５万１，

６４７人から令和７年度５万６，１０２人へ約８％増加した。 

・ 第４８回日の里まつりを熱中症対策・ゴミ問題等に精力的に取り組みながら実

施。 

・ 自主防災会の強化に向け、防災士の会が有志により発足し、令和８年度より本格

的な活動を開始予定。 
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（２）運営委員会 

古後協議会会長より議案書に基づき説明。 

 

（３）役員会 

古後協議会会長より議案書に基づき説明。 

 

（４）役員選考委員会及び監査員選考委員会 

青谷協議会副会長より議案書に基づき説明がなされた。なお、以下の２点について口頭

にて訂正が行われた。 

・ 議案書６ページ「監査員 甲斐田 武」の備考欄の表記「新任」は、正しくは

「再任」の誤りであるため訂正する。 

・ 同ページ表の最下段「以上の役員が決定した」の記載は、正しくは「以上の役員

候補が決定した」の誤りであるため訂正する。 

 

（５）構成団体代表者会議 

青谷協議会副会長より議案書に基づき説明。 

 

（６）第４８回日の里まつり実行委員会 

古後協議会会長より議案書に基づき説明。 

 

（７）日の里地区コミュニティ運営協議会自主防災会 

古後協議会会長より議案書に基づき説明。自主防災会の強化・防災士の会の設立経緯お

よび今後の活動計画について報告された。 

 

（８）日の里地区まちづくり委員会 

黒川協議会副会長兼まちづくり委員会委員長より議案書に基づき説明がなされた。 

まちづくり委員会は日の里再生グループ・子ども若者支援グループ・地域連携グループ

の３グループで構成され、令和７年度は総会・年３回の役員会・年４回の定例委員会を

実施した。主な活動として、日の里再生グループによる佐賀市視察（５月）、子ども若

者支援グループによる「あったかの日」（子ども食堂）の毎月実施、１１月の「ご近所
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みちあそび」（計５回の準備会議を経て実施・約３００名参加）、地域連携グループに

よる「よんぱちで楽しもう」等が報告された。 

 

（９）各部会活動報告 

・子ども育成部会 

島本部会長より議案書（１４ページ）に基づき説明。令和７年度はイベントを３

回実施し、６月の「コミセン子どもまつり」でおいでおいでクラブの PR と抽選

会にも参加した。中学生ボランティアが各イベントで活躍した旨が報告された。 

 

・健康福祉部会 

山本部会長（令和７年度）より議案書（１５～１６ページ）に基づき説明。 

①自治会枠を超えた親睦・交流の促進、②健康づくり・生活習慣病予防、の２つ

の活動方針のもと、６月に e スポーツ（コンピュータゲーム）、１０月に日の里

地区グラウンドゴルフ大会（個人戦）、１１月にごもくお手玉大会を実施した。

事業の２か月前には概要説明、１か月前には役割分担協議を行い、円滑な事業進

行を図った。 

 

・生活環境部会 

酒本部会長より議案書（１７～１８ページ）に基づき説明。 

年８回の定例会を実施し、６月に春季一斉清掃・駅前花いっぱい運動（前期）、

１０月に秋季一斉清掃・駅前花いっぱい運動（後期）、１２月に駅前イルミネー

ション設置・点灯を実施した。東小・西小４年生がプランターに元気になるメッ

セージを添えて設置した旨が報告された。 

 

・広報部会 

池田事務局長より報告。広報部会は令和６年度より事務局体制に移行し、以前は

外部業者に年間約１００万円を支払っていた広報日の里の制作を事務局が担うこ

ととなった。各自治会・団体からのホームページへの記事掲載により運営してい

る。令和８年度は引き続き事務局が担当する（部会長は置かない）。 

 

第２号 令和７年度決算報告及び監査報告 

（１）協議会決算報告及び監査報告 
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鈴木協議会会計より議案書（２２～２８ページ）に基づき説明。 

令和７年度決算の結果、次期繰越金は７，８７４，６５７円となり、監査は令和８年４

月８日に実施され適正と認められた旨が報告された。 

 

（２）第４８回日の里まつり決算報告及び監査報告・積立 

鈴木協議会会計より議案書（２９ページ）に基づき説明。 

 

（３）まちづくり委員会決算報告書 

黒川協議会副会長兼まちづくり委員会委員長より議案書（３０ページ）に基づき説明。 

 

【質疑応答】 

（第１号議案：令和７年度事業報告について） 

【質問】１丁目代議員  

各自治会の部会に出席する人たちから「眠くなる」「出ごとが多い」という声が

あると聞く。そうした意見をどのように受け止めているか。 

 

【回答】古後協議会会長 

会議の簡素化・回数削減はすでに取り組んでいる課題であり、引き続き改善を進

めていく。 

 

（第２号議案：令和７年度決算報告について） 

特になし。 

 

【採決】 

⇒ 第１号・第２号議案について、拍手多数により承認。 

 

７．協議事項 

第３号議案 協議会規約一部改正（案）について 
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池田事務局長より議案書（３１～３３ページ）に基づき説明がなされた。 

改正内容の概要は以下のとおり。 

① 第４条（組織）第２項について、AP２区の解散等による自治会変動のたびに臨時

総会の開催が必要となる運用上の問題を解決するため、別表（１）の記載を整理。 

② 第１０条（会議）第３項について、議決の表現を「２分の１以上の同意」から

「過半数の同意」に変更し、表現の整合性を図る。 

③ 第１４条（役員会）第１項について、予算の更正および規約・規則等の制定・改

廃に関する事項を明記。 

④ 第１５条（部会）第５項について、部会所属の対象から「事務局長」を除く旨を

追記。 

⑤ 第１６条（特別委員会）について、条項の整理および自主防災会の位置づけを明

確化。 

 

【質疑応答】 

質問・意見なし。 

 

【採決】 

⇒ 拍手多数により承認。（案）を抹消。 

 

第４号議案 令和８年度役員選任（案）について 

古後協議会会長より議案書（３４ページ）に基づき説明がなされた。（人事案件につき

質問・意見は受けない） 

 

【採決】 

⇒ 拍手多数により承認。（案）を抹消。 

 

（役員交代） 

古後協議会会長より、令和７年度をもって退任される役員の紹介がなされた。 

 

続いて、令和８年度の協議会役員が紹介された。 

協議会会長：古後 澄雄（２丁目自治会長） 
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協議会副会長：黒川 貞一郎（ＡＰ１区自治会長） 

協議会副会長：青谷 幸則（構成団体代表・青少年育成会会長） 

協議会会計：荒井 輝夫（９丁目自治会長） 

≪子ども育成部会≫ 

部会長：島本 節子 副部会長（会計）：辻 勝規（５丁目自治会長） 

部会員：中村 有志（１丁目自治会長） 

≪健康福祉部会≫ 

部会長：中島 紘一郎 副部会長：飛松 輝満（６丁目自治会長） 

部会員：江口 友弘（３丁目自治会長） 部会員：白石 美佳（８丁目自治会長） 

≪生活環境部会≫ 

部会長：酒本 浩希 部会員：牧田 章吾（４丁目自治会長） 

部会員：小澤 薫（７丁目自治会長） 

（敬称略） 

 

第５号議案 令和８年度監査員選任（案）について 

古後協議会会長より議案書（３５ページ）に基づき説明がなされた。（人事案件につき

質問・意見は受けない） 

再任：甲斐田 武  ※安部智子は任期中のため選考対象外。（敬称略） 

 

【採決】 

⇒ 拍手多数により承認。（案）を抹消。 

 

第６号議案 令和８年度事業計画（案）について 

古後協議会会長より議案書（３６ページ）に基づき、令和８年度事業計画方針の説明が

なされた。 

主たる取り組み： 

・ 双方向での受発信情報体系の整備（継続） 

・ 持続可能な自治会の組織と運営の仕組みづくり（継続） 

・ コミュニティ運営協議会と施設の基盤整備（新規：UR 跡地開発との連携） 

中長期の取り組み： 
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・ 「日の里カルテ」を活用したまちづくり将来構想案の策定 

・ まちづくり委員会主体の「日の里魅力化事業」の拡充強化 

 

続いて各部会・委員会より令和８年度事業計画が説明された。 

 

・子ども育成部会 

島本部会長（令和８年度）より議案書（３７ページ）に基づき説明。令和８年度

は親子で楽しめるイベントを４回企画予定（５月２４日の里コミセン子どもまつ

り参加を含む）。 

 

・健康福祉部会 

中島部会長（令和８年度・宗像市スポーツ推進委員）より議案書（３８ページ）

に基づき説明。活動方針は前年を継承し、e スポーツ・グラウンドゴルフ大会・

ごもくお手玉大会を計画。 

 

・生活環境部会 

酒本部会長（令和８年度）より議案書（３９ページ）に基づき説明。負担軽減の

ため定例会を年８回から年４回に変更。一斉清掃・駅前花いっぱい運動・駅前イ

ルミネーションは例年どおり実施予定。 

 

・広報部会 

池田事務局長より報告。令和８年度は引き続き休会扱いとし、事務局が広報日の

里を作成する。自治会の広報担当者によるホームページへの記事投稿方法につい

ては ID・パスワードの案内文書を配布している。 

 

・第４９回日の里まつり実行委員会 

議案書（４０ページ）に基づき説明。 

 

・まちづくり委員会 

黒川委員長より議案書（４１～４２ページ）に基づき説明。日の里再生元年とし

て、駅前再開発・東小建て替え・公園活性化等に地域住民が主体的に関与する計

画。また、令和８年度からあったかの日（子ども食堂）は最終週の土曜日に開催

する。 
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・自主防災会 

議案書（４３ページ）に基づき説明。月別の詳細な活動計画は記載のとおり。令

和８年度事業計画の説明において、同ページについて「個別説明は行わず、冒頭

の総括説明に含む形で報告済み」との確認があった。 

 

【質疑応答】 

質問・意見なし。 

 

【採決】 

⇒ 拍手多数により承認。（案）を抹消。 

 

第７号議案 令和８年度予算（案）について 

荒井協議会会計より議案書（４４ページ）に基づき説明がなされた。 

 

【質疑応答・意見】 

 

【意見①】１丁目代議員  

役員会に参加して初めて、自治会長がコミュニティから相当の手当を受け取って

いることを知った。一方、自治会内では会長手当についての誤解もある。役割に

見合った報酬体系について、今後の検討課題として議論してほしい。また、各自

治会に配分される負担金の仕組みについても再考を求めたい。 

 

【意見②】 １丁目代議員  

他のコミュニティ協議会における報酬水準を調査のうえ、比較検討してはどう

か。 

 

【意見③】９丁目代議員  

役員の兼任（自治会長が各部会等の役割を担うこと）についても議論を深めてほ

しい。兼任によってコミュニティ全体の活動を理解する機会になるという側面も

ある一方、負担が大きいことも事実。あわせて検討を求める。 
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【回答】古後協議会会長 

役割に見合った報酬のあり方については検討が必要と認識している。人材発掘・

育成はコミュニティの重要なミッションであり、ボランティア精神のみに頼る現

状には限界があることも承知している。他の協議会との比較調査も含め、役員会

において引き続き検討していく。 

 

【採決】 

⇒ 拍手多数により承認。（案）を抹消。 

 

８．議長降壇 

安山議長より、丁寧な審議へのお礼が述べられ、降壇した。古後協議会会長より感謝の

意が示された。 

 

９．閉会のことば 

黒川協議会副会長より閉会の挨拶がなされた。 

以上をもって、令和８年度日の里地区コミュニティ運営協議会総会を閉会した。 

 

 

 

以 上 
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議事録確認者 

令和  年  月  日 

 

協議会会長                ㊞ 

協議会副会長               ㊞ 

協議会副会長               ㊞ 

協議会会計                ㊞ 

協議会事務局長              ㊞ 


